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植木枝盛と憲法構想を語る
カツオ人間

□	第91回高知近代史研究会報告  「神山左多衛の幕末明治」
□	「志国高知 幕末維新博」関連企画展
	   第3弾 「高知城下町の歩み —絵図地図でタイムトラベル—」展
	   第4弾 板垣退助生誕180年「子どもたちに伝えたい 板垣退助」展
□	平成29年度 夏休み子ども歴史教室の報告

■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ  「
自
由
の
旗
」

　

自
由
民
権
記
念
館
の
常
設
展
示
室
２
、自
由
大
懇

親
会
へ
向
か
う
群
像
の
展
示
は
圧
巻
だ
が
、こ
の
中

に
登
場
す
る「
自
由
の
旗
」は
現
在
、宿
毛
歴
史
館
で

も
展
示
し
て
い
る
。
平
成
29
年
３
月
の「
志
国
高
知
・

幕
末
維
新
博
」オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
増
設
し
た
展

示
ケ
ー
ス
に
収
ま
っ
て
い
て
、こ
ち
ら
も
レ
プ
リ
カ
。

　

３
畳
ほ
ど
の
旗
の
中
央
、「
自
由
」の
堂
々
と
し
た

横
書
き
文
字
は
、運
動
を
存
分
に
鼓
舞
し
た
で
あ
ろ

う
逞
し
い
迫
力
に
満
ち
て
い
る
。
左
脇「
中
筋
九
樹
」

の
記
載
が
示
す
地
名
は
、今
も
四
万
十
市
の
中
筋
川

沿
い
に
確
認
で
き
る
。

　

宿
毛
出
身
の
政
治
家
、林
有
造
の
揮
毫
と
い
わ
れ

る
が
、同
郷
の
竹
内
綱
、小
野
梓
、林
包
明
な
ど
も
民

権
館
で
紹
介
さ
れ
て
い
て
、改
め
て
両
館
の
か
か
わ

り
の
深
さ
を
痛
感
す
る
。最
近
で
は
織
田
信
福
が「
イ

ケ
メ
ン
」で
評
判
と
聞
き
、な
ん
だ
か
嬉
し
い
気
分
。

　

学
生
時
代
、高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
ら

れ
た
下
村
公
彦
先
生
の
ご
指
導
で
、国
会
期
成
同
盟

の
学
習
の
た
め
自
由
民
権
記
念
館
に
も
お
邪
魔
し
て

い
た
。
図
々
し
い
性
格
は
今
と
変
ら
ず
で
、職
員
の

方
と
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、ふ
と
気
付
け
ば
そ
れ
以

来
の
お
付
き
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
筒
井
氏
と
は
あ

れ
こ
れ
い
う
間
に
お
互
い
館
長
と
い
う
立
場
に
な
っ

た
も
の
の
、や
っ
ぱ
り
頭
が
上
が
ら
ず
、こ
の
寄
稿
も

二
つ
返
事
で
引
き
受
け
た
次
第
。

　

当
時
の
論
考
は
望
外
に
も
歴
史
民
俗
資
料
館
の
研

究
紀
要
に
掲
載
さ
れ
、そ
の
上
ご
覧
に
な
っ
た
外
崎

光
広
先
生
が「
こ
れ
誰
？
」と
興
味
を
持
た
れ
た
と
伝

え
聞
き
、有
頂
天
に
な
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
こ
の

仕
事
も
長
く
な
っ
て
き
た
が
、き
っ
か
け
に
な
っ
た

あ
の
日
々
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

そ
し
て
、今
年
は
来
年
度
の
維
新
博
第
二
幕
に
向

け
、気
掛
か
り
だ
っ
た「
自
由
の
旗
」実
物
資
料
の
調

査
に
出
か
け
よ
う
と
計
画
中
。
ま
た
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
、賑
や
か
に
成
果
が
あ
が
れ
ば
と
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　

宿
毛
市
立
宿
毛
歴
史
館  

館
長
兼
学
芸
係
長

矢
木  

伸
欣（
や
ぎ 

の
ぶ
よ
し
）
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二
〇
一
七（
平
成
二
九
）年
八
月
二
六
日
に
開

催
し
た
研
究
会
の
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

幕
末
明
治
を
生
き
た
一
人
の
土
佐
人
に
新
た
な

光
を
あ
て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
山
左
多
衛
は「
こ
う
や
ま
さ
だ
え
」と
読
む
。

晩
年
は
郡
廉（「
く
に
き
よ
」と
読
ん
だ
と
思
わ
れ

る
が
、記
録
が
な
い
）と
称
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
慶
応
三
年
四
月
、山
内
容
堂
の
側
用
役
を
命

ぜ
ら
れ
、四
侯
会
議
の
た
め
に
上
京
す
る
容
堂
に

従
っ
た
。
四
侯
会
議
の
不
首
尾
に
よ
り
神
山
は

容
堂
と
共
に
い
っ
た
ん
土
佐
に
帰
る
が
、イ
カ
ル

ス
号
水
兵
殺
害
事
件
の
対
応
の
た
め
長
崎
に
移

動
し
た
佐
々
木
三
四
郎
の
代
役
と
し
て
、急
遽
大

監
察
に
任
じ
ら
れ
再
び
上
洛
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
後
の
記
録
が「
神
山
郡
廉
日
記
」と
し
て
、東
京

大
学
史
料
編
纂
所
、高
知
市
立
市
民
図
書
館
、佐

川
町
立
青
山
文
庫
に
現
存
す
る
。

　

神
山
が
寺
村
左
膳
、後
藤
象
二
郎
、福
岡
藤
次

と
合
流
し
た
時
期
、京
都
で
は
土
佐
藩
の
主
導
す

る
公
議
政
体
派
と
西
郷
、大
久
保
ら
の
武
力
討
幕

派
の
間
で
激
し
い
政
治
的
バ
ト
ル
が
展
開
さ
れ

て
い
た
。
公
議
政
体
論
は
薩
摩
を
含
む
諸
藩
か

ら
広
い
支
持
を
集
め
、慶
応
三
年
十
月
十
四
日
大

政
奉
還
が
実
現
す
る
。
一
方
西
郷
、大
久
保
ら
の

武
力
討
幕
派
は
中
山
忠
能
ら
の
急
進
派
公
卿
を

説
得
し
十
二
月
九
日
、軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行

し
た
。同
日
の
小
御
所
会
議
に
よ
り
総
裁
、議
定
、

参
与
の
三
職
が
置
か
れ
、神
山
は
後
藤
、福
岡
と

と
も
に
参
与
に
任
じ
ら
れ
る
。
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
後
の
慶
応
四
年
二
月
、三
職
八
局
の
太
政
官
制

に
よ
り
神
山
は
弁
事
と
な
り
、岩
倉
具
視
の
右
腕

と
し
て
国
政
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
る
。
弁
事

は
行
政
執
行
の
中
軸
を
な
し
た
職
務
で
あ
り
、政

局
に
関
わ
ら
な
い
現
代
官
僚
の
原
形
と
し
て
、そ

の
貴
重
な
活
動
の
実
態
が
日
記
に
記
録
さ
れ
た
。

　

公
議
政
体
論
の
土
佐
派
が
廉
前
盟
約
に
続
く

諸
侯
会
議
の
実
現
を
画
策
す
る
中
で
、同
年
三

月
、五
箇
条
御
誓
文
と
宸
翰
告
諭
が
行
わ
れ
、そ

の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
政
体
書
が
公
布
さ

れ
、三
権
分
立
と
官
吏
公
選
が
志
向
さ
れ
た
。
官

吏
公
選
は
後
の
職
員
令（
し
き
い
ん
り
ょ
う
）に

よ
る
国
家
体
制
の
構
築
に
寄
与
し
た
が
、三
権
分

立
は
外
国
の
模
倣
に
過
ぎ
ず
、時
期
尚
早
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
議
事
所
が
最
初
の
施
薬
院
か
ら

九
条
邸
、続
い
て
二
条
城
に
移
転
し
な
が
ら
制
度

確
立
の
模
索
が
続
く
。

　

こ
う
し
た
中
で
国
の
経
済
政
策
は
新
政
府
に

と
っ
て
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。「
御
用
金
穀
取

扱
之
儀
取
締
」を
命
ぜ
ら
れ
た
徴
士
・
三
岡
八
郎

は
御
用
金
穀
・
三
百
万
両
の
調
達
に
取
り
組
み

近
畿
の
豪
商
か
ら
金
銀
の
供
出
を
求
め
た
。
一

方
で
戊
辰
戦
争
の
完
遂
の
た
め
太
政
官
札
の
発

行
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
こ
の
政
策
は
、

三
岡
が
福
井
で
横
井
小
楠
の
指
導
の
下
に
成
功

し
た
方
策
を
そ
の
ま
ま
国
策
に
当
て
は
め
よ
う

と
し
た
も
の
で
、そ
の
場
凌
ぎ
の
軽
挙
で
あ
っ

た
。
太
政
官
札
は
不
兌
換
紙
幣
の
は
ず
だ
っ
た

が
、民
間
で
打
歩（
う
ち
ぶ
・
額
面
以
上
の
差
額
）

を
つ
け
て
金
銀
と
交
換
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
、

金
融
政
策
に
大
き
な
混
乱
を
招
い
た
。
さ
ら
に

三
岡
が
進
め
た
も
う
一
つ
の
金
融
政
策
、す
な
わ

ち
旧
幕
府
の
貨
幣
制
度
を
一
時
的
に
踏
襲
し
た

金
銀
貨
の
鋳
造
計
画
は
江
戸
の
大
総
督
府
の
政

策
と
の
連
携
を
欠
き
、京
都
、江
戸
双
方
の
目
論

見
が
一
挙
に
破
綻
す
る
。
以
後
、岩
倉
具
視
の
三

岡
八
郎
に
対
す
る
不
信
感
が
生
ま
れ
、東
西
両
局

の
対
立
を
招
く
。
神
山
ら
弁
事
た
ち
は
三
岡
の

処
罰
を
要
求
し
た
が
、さ
ら
に
三
岡
の
部
下
に
よ

る
横
領
事
件
も
重
な
り
、三
岡
は
全
て
の
職
を
解

職
さ
れ
、三
月
一
日
に
は
参
与
を
も
辞
し
て
失
意

の
内
に
帰
郷
す
る
。
以
後
三
岡
八
郎
が
政
府
の

財
政
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
混
乱
の
中
で
、旧
来
の
慣
行
に
し

が
み
つ
く
朝
廷
の
公
家
勢
力
か
ら
天
皇
を
引
き

離
し
、近
代
的
な
新
政
府
の
機
能
を
確
立
す
る
た

め
遷
都
が
画
策
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
久
保

利
通
が
主
導
す
る
遷
都
計
画
は
守
旧
的
な
公
家

や
京
都
市
民
ら
の
激
し
い
抵
抗
に
遭
い
な
が
ら

も
模
索
が
続
き
、大
坂
親
征
→
京
都
還
幸
→
東
京

親
征
→
京
都
還
幸
→
東
京
行
幸
と
い
う
複
雑
な

経
緯
を
経
て
太
政
官
が
徐
々
に
東
京
に
移
っ
た
。

こ
う
し
て
、遷
都
宣
言
も
な
く
京
都
が
廃
都
と
な

ら
な
い
ま
ま
、首
都
機
能
が
東
京
に
移
り
現
代
に

至
る
の
で
あ
る
。

　

事
実
上
の
東
京
遷
都
に
伴
い
、神
山
は
従
四
位

に
叙
任
さ
れ
東
京
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

任
じ
ら
れ
た
刑
法
官
副
知
事
は
事
実
上
刑
法
官

の
ト
ッ
プ
で
、現
代
の
法
務
大
臣
と
警
察
庁
長
官

を
兼
ね
た
よ
う
な
役
職
だ
が
、神
山
は
こ
の
ポ
ス

ト
を
就
任
後
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
辞
任
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
辞
任
の
理
由
は
、官
僚
か
ら
政
治

家
に
転
ず
る
こ
と
に
対
す
る
戸
惑
い
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、直
接
的
な
辞
任
理
由
は
、中
島
直

人
と
い
う
人
物
に
あ
っ
た
。
中
島
は
有
名
な
足

利
三
代
木
像
梟
首
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
、維

新
後
刑
法
官
と
な
っ
た
。
中
島
は
そ
の
権
力
を

行
使
し
て
、鳥
取
藩
主
・
池
田
慶
徳（
徳
川
慶
喜

の
兄
）の
些
細
な
落
ち
度
を
と
ら
え
、処
罰
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
中
島
の
独
走
に
怒
っ
た
神
山

が
中
島
と
刺
し
違
え
の
形
で
辞
任
を
申
し
出
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
は
、不
法
に（
あ

る
い
は
報
復
的
に
）権
力
を
行
使
し
よ
う
と
す

る
、か
つ
て
の
過
激
尊
攘
派
浪
人
に
対
す
る
官

僚
・
神
山
の
抵
抗
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
封

建
制
を
打
破
し
て
法
治
国
家
を
建
設
し
よ
う
と

す
る
意
気
込
み
は
当
時
の
官
吏
の
多
く
が
持
っ

て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
刑
法
官
副
知
事
を
免
ぜ

ら
れ
た
神
山
は
そ
の
後
高
知
県
大
参
事
、和
歌
山

県
令
、貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴
任
し
明
治
四
十
二

年
八
十
歳
で
没
し
た
。

土佐藩重臣の家に残された「大政奉還建白書（写）」
神山の名が見える。（高知市民図書館 蔵）

第
91
回 

高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

神
山
左
多
衛
の
幕
末
明
治

渋
谷  

雅
之 

（
徳
島
大
学
名
誉
教
授
）
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こ
れ
ま
で
後
藤
象
二
郎
を
本
格
的

に
取
り
上
げ
た
展
示
会
は
開
催
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
は
後

藤
象
二
郎
の
没
後
一
二
〇
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、大
政
奉
還
の
実
現
に
奔

走
し
た
象
二
郎
の
人
と
な
り
や
功
績
、

時
代
背
景
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に「
幕
末
維
新
博
関
連
企
画
展
」と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
か
ら
は
、所
蔵
又
は
保
管
し
て

い
る「
夕
顔
艦
絵
馬
」「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト

ン
社
製
ト
ラ
ン
ク（
板
垣
退
助
購
入
）」

「
脇
差　

福
岡
孝
弟
所
用
」「
後
藤
象
二

郎
書
状
写　

乾（
板
垣
）退
助
宛
」「
島

村
馬
之
丞
日
記
」

を
出
品
し
、企
画

展
の
充
実
に
協

力
し
ま
し
た
。

展示風景。
左に「夕顔艦絵馬」が見える。

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の

企
画
展

「
大
政
奉
還
を『
象
』っ
た
男

後
藤
象
二
郎
」

に
収
蔵
資
料
を
出
品
し
ま
し
た

①	震災写真展 いつまでも忘れない
―新聞記者が見た被災地の記憶―

●日時：8／26㈯～9／3㈰ 9時30分～18時
●会場：自由ギャラリー
高知新聞記者が撮影した東日本大震災、昭和南海地震などの写真と
高知市防災対策部のパネルで、震災と防災の理解を深めました。

②	「合言葉は『いのぐ』 高知新聞記者が語る防災」
●講師  西村博文氏（高知新聞社報道部長）
●日時：8／27㈰ 14時～16時　●会場：民権ホール
新聞記者の視点から、震災の実態、日頃の防災意識の大切さが語
られました。

③	日用品で防災グッズを作ろう
●日時：8／27㈰ 13時～16時　●会場：研修室
新聞紙でスリッパ、ゴミ袋で雨カッパを作りました。日用品を防災
に活用できることを学びました。

④	リアルな揺れにびっくり!! 地震体験車登場！
●日時：8／27㈰・9／2㈯ 9時30分～16時　●会場：北側 駐車場
南海トラフ巨大地震の震度7を体験し「この揺れでは何ちゃあでき
ん、身を守る準備をしちょかないかん」という声が上がっていました。

⑤	高知市民図書館・高知県立図書館
	 出前図書館  こんなにある！防災の本
●日時：8／27㈰・9／2㈯ 13時～17時　●会場：民権ホール前
震災関係の本がたくさん並び、多くの人が興味深く手にとっていました。

⑥	高知みらい科学館（平成30年夏頃開館予定）
	 地震や防災について楽しく学ぶ科学実験ショー
●日時：9／2㈯ ①14時～14時40分  ②15時20分～16時
●会場：民権ホール
親子連れで地震の原因や地震波の伝わり方について、実験をしな
がら楽しく学びました。「すごくわかりやすかった」と好評でした。

子供をしっかり抱いて

震度7を体験。❹

お父さんたちも実験に
参加しました。

❻本は情報のかたまり、役に立ちます。
❺

熱心にスリッパを
作成中。

❸

震災報道写真を
展示しました。

❶

　9月1日は防災の日です。高知はこれまでに地震、津波、台風などの
自然災害による甚大な被害を受けてきました。四国近辺においても
地震や豪雨による被害が相次ぐ一方、近い将来、南海トラフ巨大地震
が起こりうると言われています。そこで、今後起こりうる自然災害へ
の備えや防災意識向上へのきっかけになること
を願い、当館では、指定
管理者 伊予鉄総合企画
株式会社との共催で「み
んなで学ぶ震災と防災イ
ベント in 自由民権記念館」
を8月26日から9月3日に
かけて開催しました。

事業報告

講師は高知新聞社報道

部長の西村博文さん。❷
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期 

間 　

２
０
１
７（
平
成
29
）年 
９
月
16
日
㈯
～
11
月
26
日
㈰

 

会 

場 　

１
階 

自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
絵
図
の
楽
し
み

　

江
戸
時
代
の
高
知
の
様
子
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
自

分
の
家
や
学
校
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、昔
は
何
が
あ
っ
た
の
か
知
っ

 

期 

間 　

２
０
１
７（
平
成
29
）年 

10
月
７
日
㈯
～

２
０
１
８（
平
成
30
）年 

４
月
８
日
㈰

 

会 

場 　

２
階 

特
別
展
示
室

「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
！
」

　

一
八
三
七（
天
保
八
）年
高
知
市
内
に
生
ま

れ
、幕
末
・
維
新
期
に
活
躍
し
た
板
垣
退
助
。

　

今
年
は
生
誕
一
八
〇
年
の
節
目
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、改
め
て
板
垣
退
助
と
は
ど
う
い
っ
た

人
物
だ
っ
た
の
か
、分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

土
佐
藩
、戊
辰
戦
争
、明
治
新
政
府
、自
由
民
権

運
動
、社
会
改
良
運
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

躍
し
た
板
垣
退
助
は
、同
郷
の
坂
本
龍
馬
や
後
藤

象
二
郎
ら
と
と
も
に
、幕
末
・
維
新
期
の
土
佐
を

代
表
す
る
人
物
の
一
人
と
言
え
ま
す
。

　

大
政
奉
還
・
明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年
、そ
し

て
生
誕
一
八
〇
年
と
い
う
節
目
の
時
期
に
改
め
て

板
垣
退
助
を
ご
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、常
設
展
や

過
去
に
二
回
実
施
し
た
板
垣
退
助
テ
ー
マ
展
と
の

差
別
化
を
図
る
た
め
、今
回
は「
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

関
連
企
画
展

「
高
知
城
下
町
の
歩
み

―

絵
図
地
図
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
― 

」展

板
垣
退
助
生
誕
１
８
０
年

「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い 

板
垣
退
助
」展

「慶安五年高知廓中絵図」（高知市民図書館蔵）

大
政
奉
還
１
５
０
年
・
明
治
維
新
１
５
０
年
を
迎
え
、平
成
29
年
３
月
４
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
、高
知
県
全
域
で
開

催
さ
れ
る「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」。
自
由
民
権
記
念
館
は
そ
の
地
域
会
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
画
展
第
１
弾
・
第
２
弾
は
、お
か
げ
さ
ま
で
好
評
で
し
た
。
今
後
の
企
画
展
に
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

第3弾

第4弾

記
念
講
演
会

「
絵
図
地
図
で
た
ど
る
高
知
市
の
歩
み
」

大
脇
保
彦
氏
（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）

　

10
月
28
日
㈯ 

午
後
２
時
～
４
時

　

１
階 

民
権
ホ
ー
ル

申込不要絵
図
地
図
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　

江
戸
時
代
の
絵
図
や
、近
代
の
測
量
に
基
づ
く
地

図
、さ
ら
に
様
々
な
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
主

題
図
は
、過
去
の
時
間
と
空
間
を
封
じ
込
め
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
で
す
。

　

展
示
で
は
、幕
末
維
新
の
志
士
が
活
躍
し
た
舞
台
と
も
な
っ

た
高
知
城
下
町
の
変
遷
を
、絵
図
地
図
を
使
っ
て
地
理
的
、視

覚
的
に
示
し
ま
す
。
こ
の
展
示
で
、多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た

高
知
市
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「板垣退助」
「じゅっぴー」

「下町浦戸湾風俗絵巻」より、
かるぽーと付近（高知市民図書館蔵）

　

本
展
で
は
こ
の
二
人（
？
）が
一
緒

に
な
っ
て
、板
垣
退
助
の
生
涯
と
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

私たちが解説します。



て
い
ま
す
か
？
侍
の
お
屋
敷
、お
寺
や
神
社
、ひ
ょ
っ
と

し
て
ま
だ
海
だ
っ
た
？

　
「
絵
図
」は
地
図
の
一
種
で
す
。
江
戸
時
代
ま
で
に
作

ら
れ
た
地
図
は
、絵
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で「
絵

図
」と
い
い
ま
す
。
だ
か
ら
地
図
を
み
る
楽
し
み
と
絵
を

み
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
絵
図
」に
は
筆
の
線

や
手
書
き
の
彩
色
な
ど
現
代
の
地
図
と
は
ま
た
違
っ
た

味
わ
い
が
あ
り
、私
た
ち
の
祖
先
の
人
々
の
体
温
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
な
懐
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

高
知
に
も
、江
戸
時
代
の
お
城
や
城
下
町
を
描
い
た
絵

図
が
残
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
絵
図
の
面
白
さ
を
探
し

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
地
図
は
語
る

　

明
治
維
新
以
後
、高
知
市
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
最
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
、地
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
図
に
は
正
確
に
測
量
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

高
知
市
の
発
展
を
た
ど
る
も
の
、都
市
計
画
や
戦
後
復
興
に
関
す
る
も
の
、ま
た
博
覧
会
や
有

名
な
商
店
を
紹
介
し
た
も
の
や
、様
々
な
鳥
瞰
図
、観
光
案
内
の
よ
う
に
楽
し
く
見
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
な
ど
、多
彩
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、伊
野
方
面
か
ら
桟
橋
に
向
か
う
路
面
電
車

が
堀
詰
で
右
折
し
て
鏡
川
の
北
岸
で
左
折
、そ
し
て
さ

ら
に
右
折
し
て
潮
江
橋
を
渡
り
南
進
し
て
い
た
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。
地
図
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
に
出
発

　

絵
図
地
図
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
そ
の
時
代
の
情
報
が

盛
り
込
ま
れ
、そ
こ
に
は
今
で
は
な
く
な
っ
た
も
の
も

た
く
さ
ん
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
に
、古
い
順
番
に
見
て

い
く
と
町
の
変
化
が
わ
か
り
ま
す
。
変
化
が
わ
か
る

と
、変
わ
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
、な
ぜ
変
わ
っ
た
の

か
、な
ど
次
々
と
興
味
が
広
が
っ
て
き
ま
す
。

　

絵
図
地
図
を
楽
し
み
な
が
ら
、高
知
市
の
歩
み
を
振

り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。
懐
か
し
さ
や
新
た
な
発
見
が

必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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「土佐国絵図」（個人寄託／当館保管）

　

板
垣
退
助
は
、現
在
小
学
校
社
会
科
の
教
科
書

で
も「
自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
」と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
解
説
文
は
わ
ず
か
数
行

程
度
で
す
。
そ
こ
で
、「
板
垣
退
助
は
ど
ん
な
生

い
立
ち
な
の
か
？
」「
な
ぜ
、自
由
民
権
運
動
を
は

じ
め
た
の
か
？
」「
つ
く
っ
た
政
党
は
ど
う
な
っ
た

の
か
？
」な
ど
、教
科
書
を
読
ん
だ
ら
湧
い
て
く
る

疑
問
を
解
消
し
、子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
ス
ッ

キ
リ
で
き
る
、そ
ん
な
展
示
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

記
念
講
演
会

「
自
由
民
権
運
動
と
は
な
に
か

　
　

—

板
垣
退
助
が

伝
え
る
も
の—

」

真
辺
美
佐 

氏

（
宮
内
庁
書
陵
部
主
任
研
究
官
）

２
０
１
８（
平
成
30
）年

３
月
３
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

１
階 

民
権
ホ
ー
ル

申込不要

今
回
の
展
示
会
に
は
、

貴
重
な
実
物
資
料
も
多

数
展
示
い
た
し
ま
す
。
中
で
も
、

左
記
の
２
点
は
必
見
で
す
。
ぜ

ひ
、会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「鳥瞰式高知市街立体図」
より、高知城付近 昭和12年

（当館蔵）

「高知市街図」 大正10年
（高知市民図書館蔵）

一
八
三
七（
天
保
八
）年
、土
佐
国
高
知
城
下
中

島
町
に
生
ま
れ
る
。

一
八
六
八（
慶
応
四
・
明
治
元
）年
の
戊
辰
戦

争
に
お
い
て
、土
佐
藩
軍
を
率
い
て
参
戦
中
、

乾
姓
か
ら
板
垣
姓
に
改
め
る
。

討
幕
後
、明
治
政
府
の
参
与
・
参
議
と
な
る
が
、

一
八
七
三（
明
治
六
）年
の
政
変
に
よ
り
下
野
。

翌
年
一
月
、同
志
ら
と
と
も
に「
民
選
議
院
設

立
の
建
白
書
」を
政
府
に
提
出
す
る
。

以
後
、立
志
社
設
立（
明
治
七
年
）、自
由
党

結
成（
明
治
一
四
年
）と
い
っ
た
自
由
民
権

運
動
の
中
心
に
あ
り
、自
由
民
権
運
動
の
指

導
者
・
立
憲
政
治
の
立
役
者
と
し
て
活
躍
。

一
八
九
八（
明
治
三
一
）年
我
が
国
最
初
の
政

党
内
閣「
隈
板
内
閣
」成
立
時
に
は
内
務
大
臣

と
な
る
。

政
治
の
一
線
か
ら
退
い
た
後
は
、社
会
改
良
運

動
に
尽
力
し
た
。

一
九
一
九（
大
正
八
）年
没
。
八
三
歳
。

板い
た
が
き垣（
乾い

ぬ
い

） 

退た
い
す
け助 

（
１
８
３
７
～
１
９
１
９
）

ご期待くだ
さい！ コレに

注目!
「ルイ・ヴィトン社製

トランク」
（個人寄託／当館保管）

「板垣総理被害短刀」
（当館蔵）
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平成29年度

夏休み

子ども歴史教室
報告

　

７
月
21
日（
金
）、今
年
で
21
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏

休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会

科
部
会
と
の
共
催
に
よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
常

設
展
示
室
の
観
覧
や
ク
イ
ズ
、歌
、劇
な
ど
で
楽
し
く
学

び
、知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

ま
で
の
1
0
3
名
が
参
加
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究

会
社
会
科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇

団「
笛
の
会
」の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
最
初
の
こ
の
日
。
午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

で
す
。
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」の
挨
拶
が
飛
び
交
い
、日
頃
は

静
か
な
記
念
館
も
、毎
年
こ
の
日
ば
か
り
は
活
気
に
溢

れ
て
い
ま
す
。

　

受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、班
別
の

座
席
に
座
り
開
会
式
を
待
ち
ま
す
。

当
館
長
か
ら
の
挨
拶
な
ど
の
開
会
式

の
あ
と
、当
館
製
作
の
映
画「
自
由
民

権
っ
て
何
？
」を
鑑
賞
し
、先
生
か
ら

の
説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
た
ら
、い

よ
い
よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

10
班
に
分
か
れ
て
２
班
ず
つ
次
の

５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ

問
１	

当
時
の
流
行
語
だ
っ
た
「
自

由
」
と
い
う
言
葉
は
い
ろ
い

ろ
な
商
品
の
名
前
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
自
由

水
」
と
は
ど
ん
な
商
品
だ
っ

た
で
し
ょ
う
？

①
お
酒　

②
化
粧
水

③
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

問
２	

「
明
治
の
イ
ケ
メ
ン
民
権
家
」

織お

だ田
信の

ぶ
よ
し福
の
職
業
は
次
の
う

ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
教
師　

②
歯
医
者

③
俳
優

1	

よ
し
や  

南な
ん
か
い海
苦く

熱ね
つ

の
地ち

で
も

	

粋す
い

な
自じ

由ゆ
う

の
風か

ぜ

が
吹ふ

く

	

※
よ
さ
こ
い  

よ
さ
こ
い

	

※
以
下
く
り
か
え
し

2	

よ
し
や  

田た

植う
え

の
あ
た
し
が
身み

で
も

	

後あ
と

に
さ
が
る
は
好す

き
で
な
い
　
※

3	

よ
し
や  

こ
の
身み

は
ど
う
な
り
果は

ち
よ
が

	

国く
に

に
自じ

由ゆ
う

が
の
こ
る
な
ら
　
※

4	

よ
し
や  

お
前ま

え

が
通と

お

さ
ぬ
気き

で
も

	

開ひ
ら

け
ゆ
く
世よ

に
関せ

き

は
な
い
　
※

5	

よ
し
や  

糸い
と

目め

が
切き

れ
よ
と
ま
ま
よ

	

わ
た
し
ゃ
自じ

由ゆ
う

の
奴や

っ
こ
だ
こ凧

　
※

よ
し
や
節ぶ

し（
武ぶ

し士
）

安や
す
お
か岡
道み

ち

太た

郎ろ
う  

編へ
ん

り
ま
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
課
題
を
ク
リ
ア

す
る
と
、ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
に
中
江
兆
民
な
ど
の
民
権
家

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、５
種
類
の

民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ら
ラ
リ
ー
完
了
で
す
。

　

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

常
設
展
示
室
１
を
ま
わ
り
な

が
ら
答
え
る
ク
イ
ズ
問
題
で
す
。

正
面
柱
に
書
い
て
あ
る「
自
由
は

土
佐
の
山
間
よ
り
」に
関
す
る
問

題
な
ど
、全
部
で
５
つ
の
問
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
設
展
示
室
２
を
ま
わ
り
な

が
ら
答
え
る
ク
イ
ズ
問
題
で
す
。

「
植
木
枝
盛
の
書
斎
」や「
群
像
」

に
関
す
る
問
題
な
ど
、こ
ち
ら
も

全
部
で
５
つ
の
問
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
10
問
の
民
権
ク
イ
ズ
に
は
、簡
単
な
も
の

や
ち
ょ
っ
と
難
し
い
も
の
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
や
学
芸
員
さ
ん
の
解
説（
ヒ
ン
ト
）に
耳
を
傾
け
、

皆
一
生
懸
命
に
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
起
こ
っ
た
民
権

運
動
に
関
す
る
事
柄
や
、民
権
家

が
経
験
し
た
様
々
な
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
、当
時
実
際
に
作
ら

れ
遊
ば
れ
て
い
た「
民
権
す
ご
ろ

く
」遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
さ

い
こ
ろ
を
振
っ
て
出
た
目
の
事
柄
に
コ
マ
を
進
め
ま

す
。「
懇
親
会
」「
罰
金
」「
演
説
会
」「
演
説
解
散
」に
止
ま

る
と
、「
自
由
万
歳
」「
へ
い
へ
い
百
円
の
罰
金
さ
し
だ

し
ま
す
」「
ひ
ゃ
ー
、ひ
ゃ
ー
、ひ
ゃ
ー
」「
は
や
く
出
ろ
出

ろ
」と
皆
で
一
斉
に
言
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
上
が

り
の「
国
会
」を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
「
高
知
県
民
謡
協
会
」の
皆
さ

ん
の
三
味
線
の
伴
奏
に
合
わ
せ

て
、「
よ
し
や
節（
武
士
）」を
歌
い

ま
す
。「
よ
し
や
節
」は
よ
さ
こ

い
節
の
メ
ロ
デ
ィ
と
一
緒
な
の

で
、な
じ
み
が
あ
り
簡
単
に
歌
え

る
か
と
思
い
き
や
、出
だ
し
が
む
ず
か
し
か
っ
た
り
独

特
の
歌
い
ま
わ
し（
こ
ぶ
し
）が
あ
っ
た
り
で
、最
初
は

戸
惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、民
謡
協
会
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
で
、先
生
方
と
一
緒
に
元
気
よ
く
歌
い

き
り
ま
し
た
。

　

劇
団「
笛
の
会
」の
皆
さ
ん
に

よ
る
お
芝
居
を
観
て
ク
イ
ズ
に

答
え
ま
す
。
明
治
時
代
の「
自
由

民
権
運
動
大
演
説
会
」を
再
現
し

た
当
時
さ
な
が
ら
の
お
芝
居
で

す
。
女
性
の
弁
士
さ
ん
が
女
性

の
投
票
権
に
つ
い
て
語
っ
た
り
、劇
中
劇
で
板
垣
退
助

が
襲
わ
れ
た
事
件
の
再
現
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
り
、最
後

は
お
ま
わ
り
さ
ん
が
弁
士
さ
ん
を
連
れ
出
し
た
り
と
、子

ど
も
た
ち
は
終
始
迫
力
あ
る
劇
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

クイズの答え：問1・問2とも  ②

　

参
加
者
全
員
が
す
べ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通

過
し
た
後
、民
権
ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
閉
会
式
が
行
わ
れ
、

最
後
に
校
長
先
生
に
ご
講
評
を
い
た
だ
き
、今
年
の
歴

史
教
室
も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て

も
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
、最
初
か
ら
最
後
ま

で
マ
ナ
ー
が
良
く
、楽
し
い
歴
史
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
か
ら

第1
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第2
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第4
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第5
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

た
が
、そ
の
う
ち
聴
衆
の
一
人
と
な
っ
て「
そ
う
だ
！
そ

う
だ
！
」と
か
け
声
を
し
た
り
、拍
手
を
し
た
り
し
て
、大

い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

第3
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
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資
料
紹
介

◆
片
岡
家
資
料

　
「
片
岡
家
資
料
」は
、当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
資
料
群
で
、自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
重
要

資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、幕
末
維
新
期
の
も
の
も
少
な
か
ら

ず
存
在
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

【
片
岡
健
吉
】

　

片
岡
家
は
、遠
州
掛
川
以
来
山
内
家
に
仕
え
、

家
格
は
馬
廻
で
し
た
。
片
岡
健
吉
は
一
八
四
三

（
天
保
十
四
）年
十
二
月
二
六
日
高
知
城
下
中
島

町
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、戊
辰
戦
争
で
は
、

土
佐
藩
東
征
軍
の
幹
部
と
し
て
各
地
を
転
戦

し
て
い
ま
す
。
一
八
七
一（
明
治
四
）年
か
ら

一
八
七
三（
明
治
六
）年
に
か
け
て
官
費
視
察
員

と
し
て
欧
米
を
視
察
、帰
国
後
海
軍
中
佐
に
任

ぜ
ら
れ
ま
す
が
、「
明
治
六
年
の
政
変
」に
よ
っ

て
下
野
し
た
板
垣
退
助
ら
に
従
っ
て
辞
職
し
帰

郷
、立
志
社
の
創
立
に
参
加
し
、翌
年
社
長
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、一
八
七
七（
明
治
十
）年「
立
志
社
建

白
」、一
八
八
〇（
明
治
十
三
）年「
国
会
ヲ
開
設

ス
ル
允
可
ヲ
上
願
ス
ル
書
」を
政
府
に
提
出
、

一
八
八
一（
明
治
十
四
）年
自
由
党
創
立
に
参

画
、一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
の
三
大
事
件
建

白
運
動
で
は
総
代
と
し
て
上
京
、保
安
条
例
の

退
去
命
令
を
拒
否
し
て
投
獄
さ
れ
る
な
ど
、自

由
民
権
運
動
の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
重
き

を
成
し
ま
し
た
。

　

一
八
八
〇（
明
治
十
三
）年
に
は
初
代
の
高

知
県
会
議
長
に
就
任
、一
八
九
〇（
明
治
二
三
）

年
の
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
当
選
、以

後
連
続
八
回
当
選
し
一
八
九
八（
明
治
三
一
）

年
か
ら
五
年
間
衆
議
院
議
長
を
務
め
る
な
ど
、

議
会
人
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
八
八
五（
明
治
十
八
）年
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信

し
、高
知
教
会
の
創
立
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

同
志
社
社
長
に
も
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
〇
三（
明
治
三
六
）年
十
月
、六
一
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。

【
片
岡
家
資
料
】

　

片
岡
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
は
、戦
前
に
は
一

部
の
貸
出
等
に
よ
る
散
逸
や
、県
立
図
書
館
に

寄
託
し
て
い
た
図
書
の
戦
災
に
よ
る
焼
失
に
見

舞
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、戦
後
、高
知
市
民
図
書

館
を
経
て
当
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
全
容
は『
高
知
市
立
自
由
民
権
記

念
館
紀
要  

第
十
三
号
』（
二
〇
〇
五
年
）に
掲
載

し
た「
片
岡
家
資
料
目
録
」お
よ
び
、上
田
博
信

「
自
由
民
権
記
念
館
に
寄
託
の『
片
岡
家
資
料
』

解
説
」、公
文
豪「
片
岡
家
史
料
に
つ
い
て
」に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、片
岡
家
資
料
は
、「
①
健

吉
の
祖
父
範
三
郎
、父
俊
平
、健
吉
の
三
代
に
わ

た
る
藩
政
期
史
料
、②
戊
辰
戦
争
関
係
史
料
、③

自
由
民
権
運
動
関
係
史
料
、④
初
期
の
帝
国
議

会
、政
党
関
係
史
料
、⑤
片
岡
健
吉
日
記
、書
簡

類
な
ど
片
岡
健
吉
と
そ
の
家
族
に
か
か
わ
る
史

料
」に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
幕
末
維
新
関
係
資
料
】

　

片
岡
健
吉
の
日
記
類
で
幕
末
の
も
の
は
、文

武
修
行
関
係
の
ほ
か
、土
佐
藩
に
お
け
る
勤

務
関
係
を
中
心
に
し
た
日
記
風
の
記
録
や
、

一
八
六
八（
慶
応
四
・
明
治
元
）年
の「
在
陣
中

手
扣
」が
あ
り
ま
す
。

　

書
簡
類
の
中
に
は
、一
八
六
六（
慶
応
二
）年
、

江
戸
か
ら
の
板
垣
退
助
よ
り
片
岡
健
吉
・
宍
戸

直
馬
宛
消
息
の
写
し（
原
史
料
は
一
九
九
五
年

板
垣
会
よ
り
当
館
へ
寄
託
さ
れ
た
。）が
、戊
辰

戦
争
中
の
も
の
で
は
、迅
衝
隊
右
半
大
隊
司
令

（
後
に
大
軍
監
兼
任
）と
し
て
従
軍
中
に
、家
族

に
あ
て
た
戦
況
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

文
書
類
で
は
、戊
辰
戦
争
に
関
係
す
る
、上
か

ら
の
軍
令
・
沙
汰
等
と
下
か
ら
の
届
け
・
注
進

の
類
が
、維
新
後
で
は
、健
吉
が
、新
政
府
下
で

権
大
参
事
等
と
し
て
、特
に
軍
事
面
で
藩
政
に

参
画
し
た
こ
ろ
か
ら
、藩
が
県
と
な
っ
た
こ
ろ

ま
で
の
も
の
が
あ
り
、中
に
は
一
八
六
九（
明
治

二
）年
か
ら
一
八
七
二（
明
治
五
）年
に
い
た
る

時
期
の
高
知
藩
に
お
け
る
、法
令
・
措
置
・
人

事
等
を
収
録
し
た
冊
子
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

書
籍
で
は
、戊
辰
戦
争
に
関
す
る『
斃
難
者
履

歴
書
』（
天 

地 

人
）『
東
征
記
』（
壱 

弐 

参
）『
北
伐

記
』（
完
）が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、幕
末
維
新
史
に
関
し
て
注

目
す
べ
き
は
、健
吉
が
従
軍
し
た
戊
辰
戦
争
に

関
す
る
、当
事
者
な
ら
で
は
の
も
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず「
在
陣
中
手
控
」は
、一
八
六
八（
慶
応
四
・

明
治
元
）年
一
月
十
三
日
高
知
を
出
発
し
各
地

を
転
戦
し
、会
津
若
松
攻
略
を
経
て
高
知
に
凱

旋
し
御
酒
を
賜
る
十
二
月
十
二
日
こ
ろ
ま
で
の

記
録
で
す
。
こ
れ
に
は「
是
の
日
記
陣
中
ノ
手

扣
大
略
也
｜
家
内
之
他
ハ
見
ヲ
不
許
大
事
に
く

る
め
を
く
べ
し
」と
い
う
付
記
が
あ
り
、健
吉
に

と
っ
て
も
重
要
な
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

次
の
戊
辰
戦
争
時
の
書
簡
に
は
、妻
美
遊
と

長
男
啓
太
郎
に
あ
て
た
四
点
と
啓
太
郎
に
あ

て
た
六
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
月
九
日
付

江
戸
へ
向
け
進
発
前
の
近
況
等
を
記
し
た
京
都

差
出
の
も
の
か
ら
、市
ヶ
谷
、今
市
、宇
都
宮
、棚

倉
城
、二
本
松
城
下
、若
松
城
下
か
ら
差
し
出
し

た
も
の
が
あ
り
、今
市
の
激
戦
、白
川
の
戦
闘
、

棚
倉
城
占
拠
、三
春
入
場
、二
本
松
城
攻
略
の
模

様
、二
本
松
進
発
後
会
津
降
伏
に
い
た
る
戦
況

な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
館
は
片
岡
家
資
料
と
は
別
に
、七
月

十
一
日「
健
吉
」と「
権
太
夫
」な
る
者
の
連
名
で

「
勝
兵
衛
様  

守
部
様
」に「
従
奥
州
棚
倉
城
呈
一

翰
候
」で
は
じ
ま
る
書
簡
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

「
健
吉
」は
片
岡
健
吉
と
考
え
ら
れ
、そ
の
中
で

は「
若
松
ヲ
灰
ニ
セ
ン
事
ヲ
企
望
ス
当
時
白
川

及
当
城
に
ア
ル
処
之
軍
兵
ハ
実
ニ
孰
も
強
兵
向

ふ
所
無
前
之
勢
ニ
御
座
候
」と
い
う
前
線
の
高

揚
感
に
溢
れ
た
文
面
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、戊
辰
戦
争
の
実
相
を
つ

た
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
志
国
高
知
・
幕
末
維
新
博
」に
あ
わ
せ
、当
館
が
所
蔵
す
る
幕
末
維
新
史

に
関
す
る
資
料
を
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。（
第
二
回
）
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  10月14日（土）14：00～16：00（受付13：30～）  

◆友の会第17回「県詞の日」記念講演会
「草莽の民権家 弘瀬重正の

読書ノートについて」
講師：松岡僖一氏（前 自由民権記念館館長）
会場：研修室

  10月28日（土）14：00～16：00  

■高知近代史研究会第92回研究会
「高知城下町の歩み－絵図地図で

タイムトラベル－」展 記念講演会
「絵図地図でたどる高知市の歩み」

講師：大脇保彦氏（高知大学名誉教授）
会場：民権ホール

絵図地図には、豊富な情報が盛り込まれてお
り、高知城下の成り立ちや高知市の変化を絵
図地図を見ながら紹介します。

  12月13日（水）10：00～  

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山上り口

筆山にある中江家の墓参り

  12月23日（土・祝）13：30～  

◆土佐凧を作ろう（第21回民権凧まつり）
会場：自由ギャラリー

  1月4日（木）14:00～  

◆土佐凧を揚げよう（第21回民権凧まつり）
場所：鏡川北岸  トリム公園

  開催中～9月18日（月・祝）  

■「志国高知  幕末維新博」関連企画展
　第１弾
「汗血千里の駒」が描く坂本龍馬

会場：2階特別展示室
※常設展観覧券が必要

  9月16日（土）～11月26日（日）  

■「志国高知  幕末維新博」関連企画展
　第３弾
「高知城下町の歩み
－絵図地図でタイムトラベル－」展

会場：自由ギャラリー
※常設展観覧券が必要

  9月30日（土）10：00～  

◆民権史跡探訪
「旧関川家住宅民家資料館」見学会

案内人：土居利光氏（友の会幹事）
現地集合　少雨決行

  10月7日（土）～4月8日（日）  

■「志国高知  幕末維新博」関連企画展
　第４弾

板垣退助生誕180年
「子どもたちに伝えたい  板垣退助」展

会場：2階特別展示室
※常設展観覧券が必要

  1月20日（土）～2月22日（木）  

■第18回社会科自由研究作品展
会場：自由ギャラリー

市内小中学生の社会科に関する研究
作品を展示。

  1月23日（火）10：00～  

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館

植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り

  3月3日（土）14：00～16：00  

■高知近代史研究会第93回研究会
板垣退助生誕180年「子どもたちに
伝えたい板垣退助」展 記念講演会

「自由民権運動とはなにか
－板垣退助が伝えるもの－」

講師：真辺美佐 氏
　　  （宮内庁書陵部主任研究官）
会場：民権ホール

要申込

行 事 予 定 予定は変更になる場合があります。
詳しくは自由民権記念館まで
お問い合わせください。

（秋・冬）

◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。

　３月30日、カツオ人間が来館しまし
た。館内を視察し、自由大懇親会に
向かう行列に参加したり、植木枝盛の
書斎を訪れ懇談しました。
　カツオ人間は高知県土佐沖出身。
高知県PRのため、各地に出没中。

　山本憲（1852 ～1928）は、佐川町出身の自由民権論者
で漢学者としても著名な人物です。2006年、ご子孫から
6千点以上の資料が寄託され、その全容は『山本憲関係
資料目録』（2011・当館発行）にまとめられています。
　その中には、「戊戌政変」で日本に亡命する清朝末期
の変法派の知識人からの書簡や写真などの貴重な中国
関係の資料が含まれています。
　本書は吉尾寛高知大学教授を代表とする研究会の科研費共同研究の報
告書です。書簡の原文と現代日本語訳、解題および注を収め、清朝末期の日
中民間交流の新たな姿を浮上させるものとなっています。

カツオ人間、来館。 変法派の書簡と『燕山楚水紀遊』
―「山本憲関係資料」の世界―
山本憲関係資料研究会 編　平成29年1月30日発行 540頁


